
新庁舎建設を考える1 7
南九州市新庁舎建設基本設計が完成し まし た

　 令和４ 年７ 月から 着手し 検討を 進めてき まし た新庁舎の基本設計が完成し まし た 。 基本設計では、 令和４ 年２ 月

皆さ んのご意見を 参考と し ながら 、 新庁舎の配置や構造、 各階の基本的なレ イ アウト 等を 定めています。

　 広く 市民の皆さ んに基本設計の内容を お知ら せする ために、 ご 案内のチラ シを 市報（ 令和５ 年２ 月 2 0 日号） と

　 基本設計の概要版は市ホームページで公開し ていますので、 ご覧く ださ い。

　 今後は、 基本設計の内容を 基に実施設計（ 詳細設計） を 進めていき ます。

敷地概要
住　 所： 南九州市知覧町郡 1 7 3 2 7 番地ほか

面　 積： 約 2 9 3 5 0 平方メ ート ル

建物概要

【 本庁舎】
構造種別： 鉄骨造（ 耐震構造）

階　 　 数： ３ 階

建築面積： 約 2 9 6 0 平方メ ート ル

延床面積： 約 6 5 8 0 平方メ ート ル

【 附属棟】
構造種別： 鉄骨造（ 耐震構造）

階　 　 数： ２ 階

建築面積： 約 4 6 0 平方メ ート ル

延床面積： 約 8 4 0 平方メ ート ル

鳥瞰パース

来庁者駐車場・ おも いやり 駐車場

　 駐車可能台数は約 1 0 0 台で す。 正面玄

関横の庇下には、 車いすの方や妊婦の方な

どに優先的に利用し ていただく 「 おも いや

り 駐車場」 を設置し ます。

イ ベント ・ 防災エリ ア

　 芝生広場は、 イ ベン ト の開

催や大規模災害時の一時避難

場所を 想定。 災害対応の「 か

ま どベン チ」 や「 マン ホール

ト イ レ」 を設置。

附属棟

　 災害対応の備蓄品や文書類を

収納し ま す。 大規模災害時は車

庫を受援施設と し て計画し ます。

環境負荷の低減

　 太陽光発電、LED 照明、吹抜け、

日除けルーバーの導入により 環境

に配慮し た計画と し ます。

ひまわり バス停留所

　 北側出入口にひまわ

り バスの停留所を 設置

し ます。

駐輪場

　 庁舎北側に屋

根付き 駐輪場を

設置し ます。
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基本設計【 概要版】 はコ チラ から ご覧いただけます。 ⇒

に策定し た基本構想・ 計画に基づき 、 令和４ 年度に実施し た市民ワーク ショ ッ プ やパブ リ ッ ク コ メ ン ト での市民の

同時に市内全世帯へ配布し ています。（ ※パブリ ッ ク コ メ ント 実施後、 大き な変更はあり ません。）

防災拠点機能計画

　 災害時などには災害対策機能を 確保し 、 相互応援

機関が円滑に活動でき る よ う な配置計画と し ます。

○災害対策本部機能の整備（ 本庁舎２ 階）

○受援施設（ 本庁舎１ 階会議室、 附属棟車庫）

○非常用発電機（ ３ 日分の燃料備蓄）

○雑用水槽の設置（ ト イ レ 洗浄水７ 日分） ※雨水利用

○備蓄倉庫（ 附属棟）

○防災広場（ マンホールト イ レ ・ かまどベンチの設置）

フ ロア構成

１ 階： 窓口部門を 集約し て 手続き のワン ス ト ッ プ

化を 検討。 東側には多目的・ 交流コ ーナー、

情報発信コ ーナーを 設置。

２ 階： 非常時の災害対策本部機能を 整備。

３ 階： 議会機能を 配置。

市民利用スペースの充実

　 １ 階のエン ト ラ ン スや多目的・ 交流コ ーナー、

３ 階の展望ロ ビ ーは市民利用ス ペース と し て 、

閉庁時でも 市民が利用でき る 計画と し ま す。 ま

たイ ベン ト 時には南側の広場と 一体的な利用が

でき る 計画と し ます。

環境負荷低減計画　

　 庁舎はコ ン パク ト な形状と し て経済性に優れ環境

に配慮し た施設と し ます。 エネルギー使用の削減や

再生可能エネルギーの導入によ り 省エネルギー性能

に優れた建物を 目指し ます。

○太陽光発電によるエネルギー創出

○庁舎の東西軸配置による外皮負荷低減（ 西日対策）

○高効率空調、 ルーバー（ 日除け）、 吹抜けの導入

○ LED 照明、 人感センサーの導入

○節水型衛生器具の採用

開放感のあるエント ラ ンス

利用し やすい窓口・ キッ ズスペース

３ 階展望ロビー

［ 問］ 知 新庁舎建設推進課 
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　 南九州市新庁舎建設基本設計完了時点での概算事業費について

基本構想・ 基本計画（ R4 .2 ）　 概算事業費

建設工事費（ 外構工事含む）　 　 　 　 4 0 億円

その他経費（ 設計費、 備品購入費等） 5 億円

概算事業費（ 合計）　 4 5 億円

　 南九州市新庁舎建設概算事業費は、 令和４ 年２ 月に策定し た基本構想・ 基本計画において 1 .1 倍の物価上

昇を 見込んだ建設工事費約 4 0 億円と 設計費や備品購入費などのその他経費約 5 億円を 合わせた総事業費を

約 4 5 億円と し て市民検討委員会や市民説明会、 市議会等で説明を 行っ てまいり まし た。

　 し かし 、 今回の基本設計完了時点で設計事業者から 示さ れた建設工事費は、 ウク ラ イ ナ情勢によ る原油や

天然ガスなどのエネルギー資源の高騰や、アメ リ カ と 日本と の金利格差によ る 急激な円安などの要因によ り 、

計画額の約 1 .4 倍と なり 、 現時点での総事業費は約 6 0 億円～ 6 5 億円と なる見込みと なっ たと こ ろ です。

　 新庁舎建設の必要性につき まし て 、 こ れまで市民検討委員会や市議会等の検討を 経てご理解を いただき な

がら 事業を 進めていると こ ろ であり 、 市と し まし ては将来の市政を 考える と 達成すべき 事業と 考える こ と か

ら 、 令和 5 年 3 月 3 日に議会全員協議会において市議会へ建設工事費を 増額する 方向で見直し 、 引き 続き

新庁舎建設に取り 組んでいく こ と を 説明し 、 ご理解と ご協力を お願いし まし た。

　 市民の皆さ まにおかれまし ても 、こ のよ う な未曾有の物価高騰が発生する 厳し い社会情勢ではあり ますが、

新庁舎建設事業につき まし てご理解を いただき ますよ う お願い申し 上げます。

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 南九州市長　 塗木　 弘幸

　 事業費削減の検討

　 基本設計において物価高騰によ る 工事費の大幅な増額を 避ける ため 、 基本計画では約 7 0 0 0 ～ 7 5 0 0 平

方メ ート ルと し ていた新庁舎の延床面積を 約 6 5 8 0 平方メ ート ルへ縮小し て必要最小限の延床面積と するこ

と や、 建物構造においても 必要な強度を 確保し ながら でき るだけ経費削減につながる よう 検討を 進めてまい

り まし たが、 未曾有の物価高騰の影響によ り 基本設計完了時点においては思う よう な工事費の縮減にはつな

がり ませんでし た。

　 さ ら なる 面積縮小や建物構造の検討は庁舎機能の低下に繋がる恐れがあり 、 基本構想・ 計画に掲げる 基本

方針を 達成でき ない庁舎を 建設する こ と と なり かねませんので、 令和 5 年度中に完了する 実施設計において

は、 そのほかの部分において徹底し た経費削減策を 講じ ながら 検討を 行っ てまいり ます。

　 将来の市の財政状況

　 道路整備や学校整備など 市の多く の事業は、 市債（ 借金） を 起こ し て取り 組んでいます。 市債の多く は、

公共施設等の整備に対する 必要性の観点から 返済元金と 利息分に対し て 、 国から 地方交付税に算入する かた

ちで補填さ れます。（ 割合は事業によ っ て異なり ます。） 南九州市の市債残高の大部分は、 地方交付税の算入

がある 市債で構成さ れており 、 将来負担が少なく なる よ う に財政運営に努めている と こ ろ です。

　 借入を 行う こ と により 市債残高は増える こ と になり ますが、 予算規模と 返済額を 考慮する と 将来において

も 適正な財政運営が図れる 範囲と 判断し ている と こ ろ です。

［ 問］ 知 新庁舎建設推進課 

基本設計（ R5 .3 ）　 概算事業費

建設工事費（ 外構工事含む）　 　 　 　 5 7 億円

その他経費（ 設計費、 備品購入費等） 8 億円

概算事業費（ 合計）　 　 　 　 　 　 　 6 5 億円

約1 .4 倍
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